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【背景】我々は、プラズモニクス・メタマテリアルを応用して、偏光を識別可能な非冷却赤外線

センサの開発に取り組んできた[1, 2]。 赤外線センサは、熱分布によって物体を撮像する。よっ

て、均一な温度分布を有する多面体の面を識別することは困難である。今回、非冷却赤外線カメ

ラを用いた偏光イメージングにより、立体形状の識別を行ったので報告する。 

【実験】黒体スプレーを用いてスチール缶を塗装し、内部に一定温度の液体を充填することで熱

分布が均一な多面体物を設けた。三菱電機製非冷却赤外線カメラに偏光子を装着し、各偏光方向

において、物体の撮影を行った。 

【結果】偏光子を装着しない場合は、Fig.1 のように面や輪郭の区別がつかず、物体の形状を識別

することが出来ない。しかし、偏光子を装着し、偏光度を画像処理したところ、Fig.2 のようにス

チール缶の立体形状を識別することが可能となった。以上の結果は、赤外偏光イメージングの立

体形状識別の有効性を示すものである。 
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Fig.1 Non-polarimetric image                Fig. 2 Polarimetric image 
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